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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 心 軸 に 沿 っ て 先 端 か ら 後 端 に 向 か っ て 延 び た 四 角 柱 形 状 で あ っ て 、
　 　 前 記 先 端 の 側 に 位 置 し 、 前 記 先 端 に 位 置 す る 切 刃 を 有 す る 切 削 部 と 、
　 　 前 記 切 削 部 よ り も 前 記 後 端 の 側 に 位 置 す る 本 体 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 本 体 部 は 、
　 　 前 記 中 心 軸 に 平 行 に 延 び た Ｖ 字 形 状 の 溝 を 有 す る 上 面 と 、
　 　 前 記 上 面 の 反 対 側 に 位 置 す る 下 面 と 、
　 　 前 記 上 面 及 び 前 記 下 面 に 接 続 さ れ 、 且 つ 、 前 記 中 心 軸 に 沿 っ て 延 び た 側 面 と 、 を 有 し 、
　 前 記 溝 の 開 口 部 及 び 底 部 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 中 心 軸 に 沿 っ た 方 向 に お い て 上 方 に 向 か っ て  
突 出 し た 凸 形 状 で あ り 、
　 前 記 溝 は 、
　 　 前 記 後 端 の 側 に 位 置 す る 第 １ 領 域 と 、
　 　 前 記 第 １ 領 域 よ り も 前 記 先 端 の 側 に 位 置 す る 第 ２ 領 域 と 、
前 記 第 ２ 領 域 よ り も 前 記 先 端 の 側 に 位 置 す る 第 ３ 領 域 と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 領 域 に お け る 前 記 溝 の 開 き 角 が 、 前 記 第 ２ 領 域 に お け る 前 記 溝 の 開 き 角 よ り も  
小 さ く 、
前 記 第 ３ 領 域 に お け る 前 記 溝 の 開 き 角 が 、 前 記 第 ２ 領 域 に お け る 前 記 溝 の 開 き 角 よ り も 小  
さ い 、 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】

請求項の数　8　（全18頁）
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　 前 記 第 ３ 領 域 に お け る 前 記 溝 の 開 き 角 が 、 前 記 第 １ 領 域 に お け る 前 記 溝 の 開 き 角 と 同 じ  
で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 溝 の 開 口 部 は 、 前 記 中 心 軸 に 沿 っ た 方 向 に お い て 上 方 に 向 か っ て 突 出 し た 凸 曲 線 形  
状 で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 溝 の 底 部 は 、 前 記 中 心 軸 に 沿 っ た 方 向 に お い て 上 方 に 向 か っ て 突 出 し た 凸 曲 線 形 状  
で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 溝 の 底 部 に お け る 前 記 中 心 軸 に 沿 っ た 方 向 で の 中 央 部 は 、 直 線 形 状 で あ り 、
　 前 記 溝 の 前 記 底 部 に お け る 前 記 中 央 部 よ り も 前 記 先 端 の 側 に 位 置 す る 部 分 は 、 上 方 に 向  
か っ て 突 出 し た 凸 曲 線 形 状 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 領 域 に お け る 前 記 溝 の 深 さ が 、 前 記 第 ２ 領 域 に お け る 前 記 溝 の 深 さ よ り も 深 い  
、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 １ 端 か ら 第 ２ 端 に 向 か っ て 延 び た 棒 形 状 で あ っ て 、 前 記 第 １ 端 に 位 置 す る ポ ケ ッ ト を  
有 す る ホ ル ダ と 、
　 前 記 ポ ケ ッ ト 内 に 位 置 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト と 、 を 有 す る 切 削  
工 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 被 削 材 を 回 転 さ せ る 工 程 と 、
　 回 転 す る 前 記 被 削 材 に 請 求 項 ７ に 記 載 の 切 削 工 具 を 接 触 さ せ る 工 程 と 、
　 前 記 切 削 工 具 を 前 記 被 削 材 か ら 離 す 工 程 と 、 を 備 え た 切 削 加 工 物 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 被 削 材 の 切 削 加 工 に 用 い ら れ る 切 削 イ ン サ ー ト （ 以 下 、 単 に 「 イ ン サ ー ト 」  
と し て も よ い ） に 関 す る 。 切 削 加 工 と し て は 、 例 え ば 、 溝 入 れ 加 工 及 び 突 っ 切 り 加 工 が 挙  
げ ら れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 被 削 材 を 切 削 加 工 す る 際 に 用 い ら れ る 切 削 工 具 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 の 切 削  
工 具 が 挙 げ ら れ る 。 特 許 文 献 １ に 記 載 の 切 削 工 具 に お け る イ ン サ ー ト は 、 軸 線 に 沿 っ て 延  
び た Ｖ 字 形 状 の 溝 を 備 え た 上 面 を 有 す る 。 イ ン サ ー ト の 上 面 に お け る 溝 を ホ ル ダ に お け る  
上 あ ご に 当 接 さ せ る こ と に よ っ て 、 イ ン サ ー ト が ホ ル ダ に 固 定 さ れ る 。 ま た 、 ホ ル ダ に 対  
し て イ ン サ ー ト を 軸 線 の 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ っ て 、 ホ ル ダ に 対 し て イ ン サ ー ト  
が 着 脱 可 能 で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 日 本 国 特 開 ２ ０ ０ ７ － ０ ６ ９ ２ ９ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 開 示 の 限 定 さ れ な い 一 面 の 切 削 イ ン サ ー ト （ イ ン サ ー ト ） は 、 中 心 軸 に 沿 っ て 先 端 か  
ら 後 端 に 向 か っ て 延 び た 四 角 柱 形 状 で あ っ て 、 前 記 先 端 の 側 に 位 置 し 、 前 記 先 端 に 位 置 す  
る 切 刃 を 有 す る 切 削 部 と 、 前 記 切 削 部 よ り も 前 記 後 端 の 側 に 位 置 す る 本 体 部 と 、 を 有 す る  
。 前 記 本 体 部 は 、 前 記 中 心 軸 に 平 行 に 延 び た Ｖ 字 形 状 の 溝 を 有 す る 上 面 と 、 前 記 上 面 の 反  
対 側 に 位 置 す る 下 面 と 、 前 記 上 面 及 び 前 記 下 面 に 接 続 さ れ 、 且 つ 、 前 記 中 心 軸 に 沿 っ て 延  
び た 側 面 と 、 を 有 す る 。 前 記 溝 の 開 口 部 及 び 底 部 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 中 心 軸 に 沿 っ た 方 向 に  
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お い て 上 方 に 向 か っ て 突 出 し た 凸 形 状 で あ る 。 前 記 溝 は 前 記 後 端 の 側 に 位 置 す る 第 １ 領 域  
と 、 前 記 第 １ 領 域 よ り も 前 記 先 端 の 側 に 位 置 す る 第 ２ 領 域 と 、 を 有 す る 。 前 記 第 １ 領 域 に  
お け る 前 記 溝 の 開 き 角 が 、 前 記 第 ２ 領 域 に お け る 前 記 溝 の 開 き 角 よ り も 小 さ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 図 １ 】 限 定 さ れ な い 実 施 形 態 の イ ン サ ー ト を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 領 域 Ａ １ を 拡 大 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す イ ン サ ー ト を 先 端 の 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す イ ン サ ー ト を Ｂ １ 方 向 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す 領 域 Ａ ２ を 拡 大 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ に 示 す イ ン サ ー ト を Ｂ ２ 方 向 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す 領 域 Ａ ３ を 拡 大 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す イ ン サ ー ト の 変 形 例 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ３ に 示 す イ ン サ ー ト を Ｂ ３ 方 向 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ４ に 示 す Ｘ － Ｘ 断 面 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ４ に 示 す Ｘ Ｉ － Ｘ Ｉ 断 面 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ４ に 示 す Ｘ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｉ Ｉ 断 面 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 限 定 さ れ な い 実 施 形 態 の 切 削 工 具 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 示 す 領 域 Ａ ４ を 拡 大 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ３ に 示 す 切 削 工 具 を 先 端 の 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ に 示 す 切 削 工 具 を Ｂ ４ 方 向 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ に 示 す 領 域 Ａ ５ を 拡 大 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 限 定 さ れ な い 実 施 形 態 の 切 削 加 工 物 の 製 造 方 法 に お け る 一 工 程 を 示 す 概 略 図 で  
あ る 。
【 図 １ ９ 】 限 定 さ れ な い 実 施 形 態 の 切 削 加 工 物 の 製 造 方 法 に お け る 一 工 程 を 示 す 概 略 図 で  
あ る 。
【 図 ２ ０ 】 限 定 さ れ な い 実 施 形 態 の 切 削 加 工 物 の 製 造 方 法 に お け る 一 工 程 を 示 す 概 略 図 で  
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 に お け る 限 定 さ れ な い 一 面 の イ ン サ ー ト １ が 、 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 さ れ る 。  
但 し 、 以 下 で 参 照 す る 各 図 で は 、 説 明 の 便 宜 上 、 限 定 さ れ な い 実 施 形 態 を 説 明 す る 上 で 必  
要 な 主 要 部 材 の み が 簡 略 化 し て 示 さ れ る 。 し た が っ て 、 イ ン サ ー ト １ は 、 参 照 す る 各 図 に  
示 さ れ て い な い 任 意 の 構 成 部 材 を 備 え 得 る 。 ま た 、 各 図 中 の 部 材 の 寸 法 は 、 実 際 の 構 成 部  
材 の 寸 法 及 び 各 部 材 の 寸 法 比 率 等 を 忠 実 に 表 す と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 イ ン サ ー ト １ は 、 図 １ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ て 先 端 １ ａ  
か ら 後 端 １ ｂ に 向 か っ て 延 び た 柱 形 状 で あ っ て 、 本 体 部 ３ 及 び 切 削 部 ５ を 有 し て も よ い 。  
本 体 部 ３ は 、 ホ ル ダ に 保 持 さ れ る 部 分 で あ っ て も よ い 。 切 削 部 ５ は 、 切 刃 を 有 し て も よ く  
、 且 つ 、 切 削 加 工 物 を 製 造 す る た め の 被 削 材 の 切 削 加 工 に 用 い ら れ る 部 分 で あ っ て も よ い  
。 柱 形 状 で あ る イ ン サ ー ト １ は 、 例 え ば 、 円 柱 形 状 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 多 角 柱 形 状 で  
あ っ て も よ い 。 多 角 柱 形 状 で あ る イ ン サ ー ト １ は 、 例 え ば 、 四 角 柱 形 状 、 五 角 柱 形 状 又 は  
六 角 柱 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 イ ン サ ー ト １ は 、 １ 又 は ２ つ 以 上 の 切 削 部 ５ を 有 し て も よ い 。 例 え ば 、 イ ン サ ー ト １ は  
、 図 １ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に ２ つ の 切 削 部 ５ を 有 し て も よ い 。 切 削 部 ５ は 、 本  
体 部 ３ に 対 し て 先 端 １ ａ 又 は 後 端 １ ｂ の 側 に 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 に お け る ２ つ の 切 削 部 ５ と し て 、 イ ン サ ー ト １ は 、 第 １ 切  
削 部 ５ ａ 及 び 第 ２ 切 削 部 ５ ｂ を 有 し て も よ い 。 第 １ 切 削 部 ５ ａ は 、 イ ン サ ー ト １ に お け る  
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先 端 １ ａ の 側 に 位 置 し て も よ い 。 言 い 換 え れ ば 、 本 体 部 ３ は 、 第 １ 切 削 部 ５ ａ よ り も イ ン  
サ ー ト １ に お け る 後 端 １ ｂ の 側 に 位 置 し て も よ い 。 上 記 は 本 体 部 ３ 及 び 第 １ 切 削 部 ５ ａ の  
相 対 的 な 位 置 関 係 を 示 し た も の で あ る 。 従 っ て 、 本 体 部 ３ の 一 部 が 、 イ ン サ ー ト １ に お け  
る 中 央 部 分 よ り も 先 端 １ ａ の 側 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ２ 切 削 部 ５ ｂ は 、 イ ン サ ー ト １ に お け る 後 端 １ ｂ の 側 に 位 置 し て も よ い 。 言 い 換 え れ  
ば 、 本 体 部 ３ は 、 第 ２ 切 削 部 ５ ｂ よ り も イ ン サ ー ト １ に お け る 先 端 １ ａ の 側 に 位 置 し て も  
よ い 。 上 記 は 本 体 部 ３ 及 び 第 ２ 切 削 部 ５ ｂ の 相 対 的 な 位 置 関 係 を 示 し た も の で あ る 。 従 っ  
て 、 本 体 部 ３ の 一 部 が 、 イ ン サ ー ト １ に お け る 中 央 部 分 よ り も 後 端 １ ｂ の 側 に 位 置 し て も  
よ い 。 第 １ 切 削 部 ５ ａ 及 び 第 ２ 切 削 部 ５ ｂ を 有 す る イ ン サ ー ト １ は 、 一 般 的 に ド ッ グ ボ ー  
ン 型 と 呼 ば れ 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ 切 削 部 ５ ａ 及 び 第 ２ 切 削 部 ５ ｂ は 、 互 い に 異 な る 構 成 で あ っ て も 、 ま た 、 互 い に 同  
じ 構 成 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 図 １ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に 、 イ ン サ ー ト １ の  
先 端 １ ａ 及 び 後 端 １ ｂ を 反 転 さ せ た 場 合 に 、 第 １ 切 削 部 ５ ａ 及 び 第 ２ 切 削 部 ５ ｂ が 互 い に  
同 じ 構 成 で あ っ て も よ い 。 図 １ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 に お い て は 第 １ 切 削 部 ５ ａ 及 び 第  
２ 切 削 部 ５ ｂ が 互 い に 同 じ 構 成 で あ る こ と か ら 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 第 ２ 切 削 部 ５ ｂ に  
関 す る 説 明 を 適 宜 割 愛 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 体 部 ３ 、 第 １ 切 削 部 ５ ａ 及 び 第 ２ 切 削 部 ５ ｂ の 大 き さ は 、 特 定 の 値 に 限 定 さ れ な い 。  
例 え ば 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お け る 本 体 部 ３ の 長 さ は 、 １ ０ ～ ２ ５ ［ ｍ ｍ ］ 程 度 に  
設 定 さ れ 得 る 。 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お け る 第 １ 切 削 部 ５ ａ の 長 さ は 、 ２ ～ ６ ［ ｍ ｍ  
］ 程 度 に 設 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 体 部 ３ は 、 上 面 ７ 、 下 面 ９ 及 び 一 対 の 側 面 １ １ を 有 し て も よ い 。 下 面 ９ は 、 上 面 ７ の  
反 対 側 に 位 置 し て も よ い 。 上 面 ７ に お け る 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 幅 が 上 幅 で あ り 、 下 面 ９  
に お け る 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 幅 が 下 幅 で あ る 。 上 幅 及 び 下 幅 が 同 じ 値 で あ っ て も よ く 、  
ま た 、 下 幅 が 上 幅 よ り も 小 さ く て も よ い 。 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 し 、 且 つ 、 上 面 ７ 及 び 下 面 ９  
を 結 ぶ 方 向 が 上 下 方 向 で あ り 、 中 心 軸 Ｏ １ 及 び 上 下 方 向 に 直 交 す る 方 向 で あ っ て 、 一 対 の  
側 面 １ １ を つ な ぐ 方 向 が 横 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 対 の 側 面 １ １ は そ れ ぞ れ 、 上 面 ７ 及 び 下 面 ９ の 間 に 位 置 し て も よ い 。 上 面 ７ 、 下 面 ９  
及 び 一 対 の 側 面 １ １ は 、 そ れ ぞ れ 正 面 視 し た 場 合 に お い て 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ て 延 び た 長  
方 形 状 で あ っ て も よ い 。 上 幅 及 び 下 幅 が 同 じ 値 で あ る 場 合 に お い て は 、 一 対 の 側 面 １ １ の  
間 隔 が 一 定 で あ っ て も よ い 。 下 幅 が 上 幅 よ り も 小 さ い 場 合 に お い て は 、 一 対 の 側 面 １ １ の  
間 隔 が 下 面 ９ に 近 づ く に し た が っ て 狭 く な っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 面 ７ は 、 第 １ 溝 １ ３ を 有 し て も よ い 。 第 １ 溝 １ ３ は 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ て 平 行 に 延 び  
た Ｖ 字 形 状 で あ っ て も よ い 。 第 １ 溝 １ ３ が Ｖ 字 形 状 で あ る と は 、 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 断  
面 に お い て 、 第 １ 溝 １ ３ の 幅 が 、 底 部 １ ３ ａ に 近 づ く に し た が っ て 、 言 い 換 え れ ば 、 下 面  
９ に 近 づ く に し た が っ て 小 さ く な っ て い る こ と を 意 味 し て も よ い 。 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３  
ａ と は 、 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 断 面 に お い て 、 第 １ 溝 １ ３ の う ち 最 も 下 面 ９ の 近 く に 位 置  
す る 部 分 を 意 味 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 断 面 に お い て 、 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ と 、 第 １ 溝 １ ３ の ２ つ の  
開 口 部 １ ３ ｂ と 、 を そ れ ぞ れ 結 ぶ 仮 想 直 線 を 設 定 し た 場 合 に 、 こ れ ら の 仮 想 直 線 の 交 差 角  
が 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 断 面 に お い て  
、 第 １ 溝 １ ３ が ２ つ の 直 線 で 表 さ れ る 場 合 、 こ れ ら の 直 線 の 交 差 角 が 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角  
θ １ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 第 １ 溝 １ ３ は 、 本 体 部 ３ に お け る 先 端 １ ａ の 側 の 端 部 に ま で 延 び て も よ く 、 ま た 、 本 体  
部 ３ に お け る 先 端 １ ａ の 側 の 端 部 か ら 離 れ て も よ い 。 同 様 に 、 第 １ 溝 １ ３ は 、 本 体 部 ３ に  
お け る 後 端 １ ｂ の 側 の 端 部 に ま で 延 び て も よ く 、 ま た 、 本 体 部 ３ に お け る 後 端 １ ｂ の 側 の  
端 部 か ら 離 れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ 溝 １ ３ の 開 口 部 １ ３ ｂ 及 び 底 部 １ ３ ａ は 、 そ れ ぞ れ 上 下 方 向 に お い て 上 方 に 向 か っ  
て 突 出 し た 凸 形 状 で あ っ て も よ い 。 具 体 的 に は 、 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ を 含 み 、 且 つ 、  
中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 断 面 に お い て 第 １ 溝 １ ３ を 断 面 視 し た 場 合 に 、 第 １ 溝 １ ３ の 中 央 部 分  
に お け る 底 部 １ ３ ａ が 第 １ 溝 １ ３ の 両 端 に お け る 底 部 １ ３ ａ よ り も 上 方 に 位 置 し て も よ い  
。 例 え ば 図 ７ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 第 １ 溝  
１ ３ の 両 端 に お け る 底 部 １ ３ ａ を 結 ぶ 仮 想 直 線 に 対 し て 、 第 １ 溝 １ ３ の 中 央 部 分 に お け る  
底 部 １ ３ ａ が 上 方 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ が 上 記 の よ う に 構 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 イ ン サ ー ト １ の ホ ル  
ダ へ の 着 脱 が 容 易 と な る 。 例 え ば 、 イ ン サ ー ト １ の 先 端 １ ａ が 下 方 を 向 く よ う に 切 削 工 具  
が 工 作 機 械 に 取 り 付 け ら れ て い る 場 合 に お い て 、 ホ ル ダ に よ る イ ン サ ー ト １ を 掴 む 力 が 弱  
い と イ ン サ ー ト １ が 落 下 す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ の た め 、 ホ ル ダ に イ ン サ ー ト １ を 取 り 付 け る 際 に は 、 イ ン サ ー ト １ を ホ ル ダ に 押 さ え  
つ つ ホ ル ダ に よ る イ ン サ ー ト １ を 掴 む 力 を 強 め る 必 要 が あ る 。 ま た 、 ホ ル ダ か ら イ ン サ ー  
ト １ を 取 り 外 す 際 に は 、 イ ン サ ー ト １ を ホ ル ダ に 押 さ え つ つ ホ ル ダ に よ る イ ン サ ー ト １ を  
掴 む 力 を 弱 め る 必 要 が あ る 。 こ の よ う な 理 由 か ら 、 イ ン サ ー ト １ の 着 脱 作 業 が 煩 雑 と な る  
恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し か し な が ら 、 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ が 上 記 の よ う に 構 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 イ ン  
サ ー ト １ が 落 下 し に く い 。 こ れ は 、 ホ ル ダ に 対 し て イ ン サ ー ト １ を 着 脱 す る 際 に 、 底 部 １  
３ ａ に お け る 最 も 上 方 に 位 置 す る 頂 部 １ ３ ａ １ が ホ ル ダ に 引 っ 掛 か り や す い か ら で あ る 。  
そ の た め 、 イ ン サ ー ト １ が 落 下 し に く く 、 イ ン サ ー ト １ の ホ ル ダ へ の 着 脱 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 側 面 視 し た 場 合 に 、 第 １ 溝 １ ３ の 中 央 部 分 に お け る 開 口 部 １ ３ ｂ が 、 第 １ 溝 １ ３  
の 両 端 に お け る 開 口 部 １ ３ ｂ よ り も 上 方 に 位 置 し て も よ い 。 例 え ば 図 ７ に 示 す 限 定 さ れ な  
い 一 例 の よ う に 、 第 １ 溝 １ ３ の 両 端 に お け る 開 口 部 １ ３ ｂ を 結 ぶ 仮 想 直 線 に 対 し て 、 第 １  
溝 １ ３ の 中 央 部 分 に お け る 開 口 部 １ ３ ｂ が 上 方 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ が 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 上 方 に 向 か っ て 突 出 し た 凸  
形 状 で あ る 一 方 で 、 第 １ 溝 １ ３ の 開 口 部 １ ３ ｂ の 高 さ が 一 定 で あ る 場 合 に つ い て 以 下 に 説  
明 す る 。 こ の 場 合 に は 、 第 １ 溝 １ ３ の 両 端 と 比 較 し て 第 １ 溝 １ ３ の 中 央 部 分 に お け る 第 １  
溝 １ ３ の 深 さ が 浅 く な る 恐 れ が あ る 。 そ の た め 、 ホ ル ダ に 対 し て イ ン サ ー ト １ を 着 脱 す る  
際 に 、 横 方 向 に お け る イ ン サ ー ト １ の 位 置 ず れ が 生 じ る 、 あ る い は 、 横 方 向 に お い て イ ン  
サ ー ト １ が ホ ル ダ か ら 外 れ る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し な が ら 、 第 １ 溝 １ ３ の 開 口 部 １ ３ ｂ が 上 記 の よ う に 構 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 第  
１ 溝 １ ３ の 中 央 部 分 に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 深 さ が 確 保 さ れ や す い 。 そ の た め 、 ホ ル ダ に 対  
し て イ ン サ ー ト １ を 着 脱 す る 際 に 、 横 方 向 に お け る イ ン サ ー ト １ の 位 置 ず れ に 対 し て 第 １  
溝 １ ３ が ホ ル ダ に 安 定 し て 引 っ 掛 か り や す い 。 結 果 と し て 、 横 方 向 に お け る イ ン サ ー ト １  
の 位 置 ず れ が 生 じ に く く 、 ま た 、 横 方 向 に お い て イ ン サ ー ト １ が ホ ル ダ か ら 外 れ に く い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 、 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ に お け る 頂 部 １ ３ ａ １ と 、  
第 １ 溝 １ ３ の 開 口 部 １ ３ ｂ に お け る 最 も 上 方 に 位 置 す る 頂 部 １ ３ ｂ １ と が 、 同 じ 位 置 に あ  
っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 第 １ 溝 １ ３ の 中 央 部 分 に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 深 さ が 確 保 さ れ  
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や す い 。 そ の た め 、 ホ ル ダ に 対 し て イ ン サ ー ト １ を 着 脱 す る 際 に 、 横 方 向 に お け る イ ン サ  
ー ト １ の 位 置 ず れ が さ ら に 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 す る 底 部 １ ３ ａ 及 び 開 口 部 １ ３ ｂ の 凸 形 状 は 、 特 定 の 形 状 に 限 定 さ れ な い 。 凸 形 状  
は 、 例 え ば 、 三 角 形 状 又 は 台 形 形 状 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 第 １ 溝 １ ３ の 開 口 部 １ ３ ｂ が  
、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 上 方 に 向 か っ て 突 出 し た 凸 曲 線 形 状 で あ っ て も よ い 。  
開 口 部 １ ３ ｂ が 上 記 し た 凸 曲 線 形 状 で あ る 場 合 に は 、 ホ ル ダ に 対 し て イ ン サ ー ト １ を 着 脱  
す る 際 に 、 開 口 部 １ ３ ｂ に 欠 け が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ が 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 上 方 に 向 か っ て 突 出 し た  
凸 曲 線 形 状 で あ っ て も よ い 。 底 部 １ ３ ａ が 上 記 し た 凸 曲 線 形 状 で あ る 場 合 に は 、 ホ ル ダ に  
対 し て イ ン サ ー ト １ を 着 脱 す る 際 に 、 底 部 １ ３ ａ に 欠 け が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ は 、 直 線 形 状 の 部 分 と 、 凸 曲 線 形 状 の 部 分 と 、 に よ っ て 構 成 さ  
れ て も よ い 。 図 ８ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 に お い て は 、 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ が 、 中 央  
部 １ ３ ａ ａ と 、 先 端 部 １ ３ ａ ｂ と 、 後 端 部 １ ３ ａ ｃ と 、 に 区 分 さ れ 得 る 。 中 央 部 １ ３ ａ ａ  
は 、 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ に お け る 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 で の 中 央 部 分 で あ っ て も よ  
い 。 先 端 部 １ ３ ａ ｂ は 、 中 央 部 １ ３ ａ ａ よ り も 先 端 １ ａ の 側 に 位 置 す る 部 分 で あ っ て も よ  
く 、 且 つ 、 底 部 １ ３ ａ に お け る 先 端 １ ａ の 側 の 端 部 を 含 ん で も よ い 。 後 端 部 １ ３ ａ ｃ は 、  
中 央 部 １ ３ ａ ａ よ り も 後 端 １ ｂ の 側 に 位 置 す る 部 分 で あ っ て も よ く 、 且 つ 、 底 部 １ ３ ａ に  
お け る 後 端 １ ｂ の 側 の 端 部 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 先 端 部 １ ３ ａ ｂ は 、 上 方 に 向 か っ て 突 出 し た 凸 曲 線 形 状 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は  
、 ホ ル ダ に 対 し て イ ン サ ー ト １ を 取 り 外 す 際 に 、 底 部 １ ３ ａ に 欠 け が 生 じ に く い 。 ま た 、  
後 端 部 １ ３ ａ ｃ は 、 上 方 に 向 か っ て 突 出 し た 凸 曲 線 形 状 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、  
ホ ル ダ に 対 し て イ ン サ ー ト １ を 取 り 付 け る 際 に 、 底 部 １ ３ ａ に 欠 け が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 中 央 部 １ ３ ａ ａ は 、 直 線 形 状 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 イ ン サ ー ト １ が ホ ル ダ に  
よ っ て 安 定 し て 拘 束 さ れ や す い 。 ま た 、 中 央 部 １ ３ ａ ａ が 直 線 形 状 で あ る 際 に 、 中 央 部 １  
３ ａ ａ は 、 中 心 軸 Ｏ １ に 平 行 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 イ ン サ ー ト １ が ホ ル ダ に よ  
っ て さ ら に 安 定 し て 拘 束 さ れ や す い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ 溝 １ ３ の 底 部 １ ３ ａ が 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 上 方 に 向 か っ て 突 出 し た  
凸 形 状 で あ る 場 合 に お い て 、 底 部 １ ３ ａ に お け る 頂 部 １ ３ ａ １ と 、 底 部 １ ３ ａ に お け る 最  
も 低 い 位 置 と の 上 下 方 向 に お け る 差 が 高 低 差 Ｈ １ と 設 定 さ れ る 。 こ の 高 低 差 Ｈ １ は 、 特 定  
の 値 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ０ ． ０ ５ ～ １ ［ ｍ ｍ ］ に 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 第 １ 溝 １ ３ の 開 口 部 １ ３ ｂ が 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 上 方 に 向 か っ て  
突 出 し た 凸 形 状 で あ る 場 合 に お い て 、 開 口 部 １ ３ ｂ に お け る 頂 部 １ ３ ｂ １ と 、 開 口 部 １ ３  
ｂ に お け る 最 も 低 い 位 置 と の 上 下 方 向 に お け る 差 が 高 低 差 Ｈ ２ と 設 定 さ れ る 。 こ の 高 低 差  
Ｈ ２ は 、 特 定 の 値 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ０ ７ ［ ｍ ｍ ］ に 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 高 低 差 Ｈ １ 及 び 高 低 差 Ｈ ２ は 、 同 じ 値 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 互 い に 異 な る 値  
で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 高 低 差 Ｈ １ が 高 低 差 Ｈ ２ よ り 大 き く て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、  
横 方 向 に お け る イ ン サ ー ト １ の 位 置 ず れ を 抑 え つ つ 、 底 部 １ ３ ａ に お け る 頂 部 １ ３ ａ １ が  
ホ ル ダ に さ ら に 引 っ 掛 か り や す い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 下 面 ９ は 、 第 ２ 溝 １ ５ を 有 し て も よ い 。 第 ２ 溝 １ ５ は 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ て 延 び た Ｖ 字  
形 状 で あ っ て も よ い 。 第 ２ 溝 １ ５ が Ｖ 字 形 状 で あ る と は 、 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 断 面 に お  
い て 、 第 ２ 溝 １ ５ の 幅 が 、 底 部 １ ５ ａ に 近 づ く に し た が っ て 、 言 い 換 え れ ば 、 上 面 ７ に 近  
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づ く に し た が っ て 小 さ く な っ て い る こ と を 意 味 し て も よ い 。 第 ２ 溝 １ ５ の 底 部 １ ５ ａ と は  
、 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 断 面 に お い て 、 第 ２ 溝 １ ５ の う ち 最 も 上 面 ７ の 近 く に 位 置 す る 部  
分 を 意 味 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 断 面 に お い て 、 第 ２ 溝 １ ５ の 底 部 １ ５ ａ と 、 第 ２ 溝 １ ５ の ２ つ の  
開 口 部 １ ５ ｂ と 、 を そ れ ぞ れ 結 ぶ 仮 想 直 線 を 設 定 し た 場 合 に 、 こ れ ら の 仮 想 直 線 の 交 差 角  
が 第 ２ 溝 １ ５ の 開 き 角 θ ２ で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 断 面 に お い て  
、 第 ２ 溝 １ ５ が ２ つ の 直 線 で 表 さ れ る 場 合 、 こ れ ら の 直 線 の 交 差 角 が 第 ２ 溝 １ ５ の 開 き 角  
θ ２ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 ２ 溝 １ ５ は 、 本 体 部 ３ に お け る 先 端 １ ａ の 側 の 端 部 に ま で 延 び て も よ く 、 ま た 、 本 体  
部 ３ に お け る 先 端 １ ａ の 側 の 端 部 か ら 離 れ て も よ い 。 同 様 に 、 第 ２ 溝 １ ５ は 、 本 体 部 ３ に  
お け る 後 端 １ ｂ の 側 の 端 部 に ま で 延 び て も よ く 、 ま た 、 本 体 部 ３ に お け る 後 端 １ ｂ の 側 の  
端 部 か ら 離 れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ 溝 １ ３ 及 び 第 ２ 溝 １ ５ は 、 イ ン サ ー ト １ を ホ ル ダ に 挿 入 す る 際 の 位 置 決 め の 精 度 向  
上 を 目 的 と し て 用 い ら れ て も よ い 。 ま た 、 第 １ 溝 １ ３ 及 び 第 ２ 溝 １ ５ は 、 イ ン サ ー ト １ を  
ホ ル ダ に 固 定 す る 際 の 拘 束 力 の 向 上 を 目 的 と し て 用 い ら れ て も よ い 。 例 え ば 、 ホ ル ダ の 上  
あ ご が 第 １ 溝 １ ３ に 当 接 す る 突 起 を 有 す る と と も に 、 ホ ル ダ の 下 あ ご が 第 ２ 溝 １ ５ に 当 接  
す る 突 起 を 有 す る こ と に よ っ て 、 上 記 し た 位 置 決 め の 精 度 向 上 及 び 拘 束 力 の 向 上 が 図 ら れ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ は 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 一 定 で あ っ て も よ く 、 ま  
た 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 変 化 し て も よ い 。 す な わ ち 、 第 １ 溝 １ ３ の 中 心 軸 Ｏ  
１ に 沿 っ た 方 向 に お け る 異 な る 部 分 を そ れ ぞ れ 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 断 面 に お い て 見 た 場  
合 に 、 各 断 面 に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ が 同 じ で あ っ て も よ く 、 異 な っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ 溝 １ ３ は 、 第 １ 領 域 １ ７ 及 び 第 ２ 領 域 １ ９ を 有 し て も よ い 。 第 １ 領 域 １ ７ は 、 第 １  
溝 １ ３ に お け る 後 端 １ ｂ の 側 に 位 置 し て も よ い 。 第 ２ 領 域 １ ９ は 、 第 １ 領 域 １ ７ よ り も 先  
端 １ ａ の 側 に 位 置 し て も よ い 。 上 記 は 第 １ 領 域 １ ７ 及 び 第 ２ 領 域 １ ９ の 相 対 的 な 位 置 関 係  
を 示 し た も の で あ る 。 従 っ て 、 第 ２ 領 域 １ ９ の 一 部 が 、 本 体 部 ３ に お け る 中 央 部 分 よ り も  
後 端 １ ｂ の 側 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ 溝 １ ３ が 第 １ 領 域 １ ７ 及 び 第 ２ 領 域 １ ９ を 有 す る 場 合 に 、 こ れ ら の 領 域 で の 開 き 角  
θ １ が 互 い に 異 な っ て も よ い 。 例 え ば 、 第 １ 領 域 １ ７ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ が  
開 き 角 θ １ １ で あ り 、 ま た 、 第 ２ 領 域 １ ９ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ が 開 き 角 θ １  
２ で あ る 。 こ の と き 、 開 き 角 θ １ １ が 、 開 き 角 θ １ ２ よ り 小 さ く て も よ い 。 こ の よ う な 場  
合 に は 、 以 下 の 理 由 か ら 、 ホ ル ダ へ の 着 脱 が 容 易 で あ り な が ら も ホ ル ダ へ 安 定 し て 拘 束 さ  
れ や す い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ホ ル ダ に お け る 先 端 １ ａ の 側 か ら 後 端 １ ｂ の 側 に 向 か っ て イ ン サ ー ト １ を 挿 入 す る こ と  
に よ っ て イ ン サ ー ト １ が ホ ル ダ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ こ で 、 第 １ 領 域 １ ７ が 第 ２ 領 域 １ ９  
と 比 較 し て 後 端 １ ｂ の 側 に 位 置 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 第 ２ 領 域 １ ９ よ り も 第 １ 領 域 １ ７  
が 先 に ホ ル ダ に 接 触 し て も よ い 。 第 １ 領 域 １ ７ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ １ が 第 ２  
領 域 １ ９ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ ２ よ り 小 さ い 場 合 に は 、 横 方 向 に お け る イ ン サ  
ー ト １ の 位 置 ず れ が 生 じ に く い 。 こ れ は 、 横 方 向 に お け る イ ン サ ー ト １ の 位 置 ず れ に 対 し  
て 、 開 き 角 θ １ １ が 小 さ く 急 峻 な 溝 表 面 を 有 す る 第 １ 領 域 １ ７ が 障 害 に な り 易 い か ら で あ  
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 第 ２ 領 域 １ ９ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ ２ が 第 １ 領 域 １ ７ に お け る 第 ２ 溝  
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１ ５ の 開 き 角 θ ２ よ り 大 き い 場 合 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。 こ の 場 合 に は 、 第 ２ 領 域 １ ９  
が ホ ル ダ に 接 触 し 、 イ ン サ ー ト １ が ホ ル ダ に 固 定 さ れ る 際 に は 、 ホ ル ダ の 上 あ ご か ら イ ン  
サ ー ト １ へ と 加 わ る 拘 束 力 が 上 下 方 向 へ と 伝 わ り や す い 。 こ れ は 、 第 ２ 領 域 １ ９ に お け る  
第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ ２ が 第 １ 領 域 １ ７ に お け る 第 ２ 溝 １ ５ の 開 き 角 θ ２ よ り 大 き い た  
め 、 ホ ル ダ の 上 あ ご か ら 第 ２ 領 域 １ ９ へ と 加 わ る 拘 束 力 が 上 下 方 向 へ と 効 率 よ く 伝 わ り や  
す い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 １ 領 域 １ ７ の 開 き 角 θ １ １ は 、 特 定 の 値 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 第 １ 領 域 １ ７ の 開  
き 角 θ １ １ が 、 １ ３ ０ ° ～ １ ４ ０ ° に 設 定 さ れ 得 る 。 第 ２ 領 域 １ ９ の 開 き 角 θ １ ２ は 、 特  
定 の 値 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 第 ２ 領 域 １ ９ の 開 き 角 θ １ ２ が 、 １ ４ ０ ° ～ １ ５ ０ ° に  
設 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ 領 域 １ ７ の 開 き 角 θ １ １ は 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 一 定 で あ っ て も よ く  
、 ま た 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 変 化 し て も よ い 。 第 ２ 領 域 １ ９ の 開 き 角 θ １ ２  
は 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 一 定 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方  
向 に お い て 変 化 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ 溝 １ ３ が 第 １ 領 域 １ ７ 及 び 第 ２ 領 域 １ ９ を 有 し 、 こ れ ら の 領 域 で の 開 き 角 θ １ が 互  
い に 異 な る 場 合 に お い て 、 こ れ ら の 領 域 に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 深 さ が 互 い に 異 な っ て も よ  
い 。 例 え ば 、 第 １ 領 域 １ ７ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 深 さ が 、 第 ２ 領 域 １ ９ に お け る 第 １ 溝 １  
３ の 深 さ よ り 深 く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 ２ 溝 １ ５ の 開 き 角 θ ２ は 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 一 定 で あ っ て も よ く 、 ま  
た 、 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 変 化 し て も よ い 。 す な わ ち 、 第 ２ 溝 １ ５ の 中 心 軸 Ｏ  
１ に 沿 っ た 方 向 に お け る 異 な る 部 分 を そ れ ぞ れ 中 心 軸 Ｏ １ に 直 交 す る 断 面 に お い て 見 た 場  
合 に 、 各 断 面 に お け る 第 ２ 溝 １ ５ の 開 き 角 θ ２ が 同 じ で あ っ て も よ く 、 異 な っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 体 部 ３ の 下 面 ９ 及 び ホ ル ダ の 下 あ ご に は 、 本 体 部 ３ の 上 面 ７ 及 び ホ ル ダ の 上 あ ご と 比  
較 し て 大 き な 切 削 負 荷 が 加 わ り や す い 。 こ れ は 、 本 体 部 ３ の 下 面 ９ 及 び ホ ル ダ の 下 あ ご に  
は 、 本 体 部 ３ が 上 あ ご 及 び 下 あ ご に よ っ て 挟 ま れ る こ と に 起 因 す る 拘 束 力 だ け で な く 、 被  
削 材 の 切 削 時 に 生 じ る 切 削 負 荷 の 主 分 力 が 加 わ り や す い か ら で あ る 。 こ こ で 、 第 ２ 溝 １ ５  
の 開 き 角 θ ２ が 中 心 軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お い て 一 定 で あ る 場 合 に は 、 第 ２ 溝 １ ５ の 中 心  
軸 Ｏ １ に 沿 っ た 方 向 に お け る 負 荷 の バ ラ つ き が 小 さ く な り 得 る 。 そ の た め 、 イ ン サ ー ト １  
が ホ ル ダ に 、 よ り 安 定 し て 拘 束 さ れ や す い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ホ ル ダ に 対 す る イ ン サ ー ト １ の 拘 束 の 安 定 性 の 観 点 か ら 、 第 ２ 溝 １ ５ が 、 底 部 １ ５ ａ に  
近 づ く に し た が っ て 互 い に 近 づ く ２ つ の 平 ら な 面 を 有 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 第 ２ 溝  
１ ５ 及 び ホ ル ダ が 面 接 触 し や す い 。 そ の た め 、 第 ２ 溝 １ ５ か ら ホ ル ダ へ と 加 わ る 負 荷 の バ  
ラ つ き が さ ら に 小 さ く な り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 ２ 溝 １ ５ の 開 き 角 θ ２ は 、 特 定 の 値 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 第 ２ 溝 １ ５ の 開 き 角 θ  
２ が 、 １ ４ ０ ° ～ １ ５ ０ ° に 設 定 さ れ 得 る 。 第 ２ 溝 １ ５ の 開 き 角 θ ２ が 、 第 ２ 領 域 １ ９ に  
お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ ２ と 同 じ で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 イ ン サ ー ト １ が  
ホ ル ダ に 円 滑 に 取 り 付 け ら れ や す い 。 上 記 し た 「 同 じ 」 と は 、 ２ つ の 開 き 角 が 厳 密 に 一 致  
す る こ と は 求 め ら れ な い 。 ２ つ の 開 き 角 の 差 δ θ が 概 ね ２ ° 以 下 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 イ ン サ ー ト １ に お け る 先 端 １ ａ の 側 に 位 置 す る 第 １ 切 削 部 ５ ａ は 、 先 端 面 ２ １ 、 上 端 面  
２ ３ 及 び 切 刃 ２ ５ を 有 し て も よ い 。 先 端 面 ２ １ は 、 イ ン サ ー ト １ に お け る 先 端 １ ａ に 位 置  
す る 面 で あ っ て も よ い 。 上 端 面 ２ ３ は 、 先 端 面 ２ １ に 接 続 さ れ 、 先 端 面 ２ １ か ら 本 体 に お  
け る 上 面 ７ に 向 か っ て 延 び た 面 で あ っ て も よ い 。 切 刃 ２ ５ は 、 先 端 面 ２ １ 及 び 上 端 面 ２ ３  
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の 交 わ り に 位 置 し て も よ い 。 先 端 面 ２ １ は 、 切 刃 ２ ５ に 対 す る 逃 げ 面 と し て 機 能 し 得 る 。  
上 端 面 ２ ３ は 、 切 刃 ２ ５ に 対 す る す く い 面 と し て 機 能 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 １ 溝 １ ３ は 、 第 １ 領 域 １ ７ 及 び 第 ２ 領 域 １ ９ に 加 え て 第 ３ 領 域 ２ ７ を さ ら に 有 し て も  
よ い 。 第 ３ 領 域 ２ ７ は 、 第 ２ 領 域 １ ９ よ り も 先 端 １ ａ の 側 に 位 置 し て も よ い 。 言 い 換 え れ  
ば 、 第 ２ 領 域 １ ９ は 、 第 ３ 領 域 ２ ７ よ り も 後 端 １ ｂ の 側 に 位 置 し て も よ い 。 上 記 は 第 ３ 領  
域 ２ ７ 及 び 第 ２ 領 域 １ ９ の 相 対 的 な 位 置 関 係 を 示 し た も の で あ る 。 従 っ て 、 第 ２ 領 域 １ ９  
の 一 部 が 、 本 体 部 ３ に お け る 中 央 部 分 よ り も 先 端 １ ａ の 側 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 １ 溝 １ ３ が 第 ３ 領 域 ２ ７ を 有 す る 場 合 に 、 第 ３ 領 域 ２ ７ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角  
θ １ が 、 開 き 角 θ １ ３ で あ る 。 開 き 角 θ １ ３ が 、 第 ２ 領 域 １ ９ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き  
角 θ １ ２ よ り 小 さ く て も よ い 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 以 下 の 理 由 か ら 、 イ ン サ ー ト １ の ホ  
ル ダ へ の 着 脱 が 容 易 で あ り な が ら も イ ン サ ー ト １ が ホ ル ダ へ 安 定 し て 拘 束 さ れ や す い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 ３ 領 域 ２ ７ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ ３ が 第 ２ 領 域 １ ９ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の  
開 き 角 θ １ ２ よ り 小 さ い 場 合 に は 、 横 方 向 に お け る イ ン サ ー ト １ の 位 置 ず れ が 生 じ に く い  
。 こ れ は 、 横 方 向 に お け る イ ン サ ー ト １ の 位 置 ず れ に 対 し て 、 開 き 角 θ １ ３ が 小 さ く 急 峻  
な 溝 表 面 を 有 す る 第 ３ 領 域 ２ ７ が 障 害 に な り 易 い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 １ 溝 １ ３ が 、 第 １ 溝 １ ３ に お け る 後 端 １ ｂ の 側 に 位 置 す る 第 １ 領 域 １ ７ 及 び 第 １ 溝 １  
３ に お け る 先 端 １ ａ の 側 に 位 置 す る 第 ３ 領 域 ２ ７ に お け る 開 き 角 θ １ ３ が 相 対 的 に 小 さ い  
形 状 を 有 す る 場 合 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。 こ の 場 合 に は 、 本 体 に お け る 先 端 １ ａ の 側 及  
び 後 端 １ ｂ の 側 の ２ か 所 で 横 方 向 に お け る イ ン サ ー ト １ の 位 置 ず れ が 低 減 さ れ や す い 。 そ  
の た め 、 ホ ル ダ に イ ン サ ー ト １ を 取 り 付 け る 際 に 、 効 率 よ く 横 方 向 に お け る イ ン サ ー ト １  
の 位 置 ず れ が 低 減 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に イ ン サ ー ト １ が 第 １ 切 削 部 ５ ａ 及 び 第 ２ 切  
削 部 ５ ｂ を 有 す る 場 合 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。 こ の 場 合 に は 、 イ ン サ ー ト １ の 先 端 １ ａ  
及 び 後 端 １ ｂ を 反 転 さ せ て イ ン サ ー ト １ を ホ ル ダ に 取 り 付 け た と し て も 、 第 ３ 領 域 ２ ７ に  
よ っ て 横 方 向 に お け る イ ン サ ー ト １ の 位 置 ず れ が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 ３ 領 域 ２ ７ の 開 き 角 θ １ ３ は 、 特 定 の 値 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 第 ３ 領 域 ２ ７ の 開  
き 角 θ １ ３ が 、 １ ３ ０ ° ～ １ ４ ０ ° に 設 定 さ れ 得 る 。 横 方 向 に お け る イ ン サ ー ト １ の 位 置  
ず れ を 低 減 す る 際 に 第 １ 領 域 １ ７ 及 び 第 ３ 領 域 ２ ７ に 加 わ る 切 削 負 荷 の バ ラ つ き を 低 減 す  
る 観 点 か ら 、 第 ３ 領 域 ２ ７ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ ３ が 、 第 １ 領 域 １ ７ に お け る  
第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ １ と 同 じ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 開 き 角 θ １ ３ が 開 き 角 θ １ １ と 同 じ で あ る と は 、 こ れ ら の 開 き 角 が 厳 密 に 一 致 す る こ と  
を 求 め な い 。 上 記 し た 開 き 角 θ ２ 及 び 開 き 角 θ １ ２ の 場 合 と 同 様 に 、 ２ つ の 開 き 角 の 差 δ  
θ が 概 ね ２ ° 以 下 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 １ 溝 １ ３ は 、 第 １ 領 域 １ ７ 及 び 第 ２ 領 域 １ ９ に 加 え て 第 ４ 領 域 ２ ９ を さ ら に 有 し て も  
よ い 。 第 ４ 領 域 ２ ９ は 、 第 １ 領 域 １ ７ 及 び 第 ２ 領 域 １ ９ の 間 に 位 置 し て も よ い 。 第 ４ 領 域  
２ ９ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ を 、 開 き 角 θ １ ４ で あ る 。 こ こ で 、 第 １ 領 域 １ ７ 及  
び 第 ２ 領 域 １ ９ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ １ ， θ １ ２ が そ れ ぞ れ 一 定 で あ っ て も よ  
い 。 第 ４ 領 域 ２ ９ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ ４ が 第 ２ 領 域 １ ９ に 近 づ く に し た が っ  
て 大 き く な っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 １ 領 域 １ ７ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ １ が 一 定 で あ る 場 合 に は 、 第 １ 領 域 １ ７  
に よ る 横 方 向 へ の イ ン サ ー ト １ の 位 置 ず れ を 低 減 す る 効 果 が 安 定 し て 得 ら れ る 。 ま た 、 第  
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２ 領 域 １ ９ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ ２ が 一 定 で あ る 場 合 に は 、 ホ ル ダ の 上 あ ご に  
当 接 す る イ ン サ ー ト １ の 位 置 の 影 響 が 小 さ く 、 ホ ル ダ の 上 あ ご か ら 第 ２ 領 域 １ ９ へ と 加 わ  
る 拘 束 力 が 上 下 方 向 へ と 効 率 よ く 伝 わ り や す い 。 す な わ ち 、 ホ ル ダ の 形 状 へ の 依 存 性 が 小  
さ く 、 イ ン サ ー ト １ の 汎 用 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 さ ら に 、 第 ４ 領 域 ２ ９ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 θ １ ４ が 第 ２ 領 域 １ ９ に 近 づ く に し  
た が っ て 大 き く な る 場 合 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。 こ の 場 合 に は 、 第 １ 領 域 １ ７ 及 び 第 ２  
領 域 １ ９ に お け る 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 の 差 に 起 因 し て 、 第 １ 領 域 １ ７ か ら 第 ２ 領 域 １ ９ に  
か け て 第 １ 溝 １ ３ の 開 き 角 が 急 激 に 変 化 す る 恐 れ が 小 さ く な り 得 る 。 そ の た め 、 イ ン サ ー  
ト １ が ホ ル ダ に 円 滑 に 取 り 付 け ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 上 記 に お い て 、 第 １ 溝 １ ３ が 、 第 １ 領 域 １ ７ 、 第 ２ 領 域 １ ９ 及 び 第 ４ 領 域 ２ ９ を 有 す る  
一 方 で 、 第 ３ 領 域 ２ ７ を 有 さ な く て も よ く 、 ま た 、 第 １ 領 域 １ ７ 、 第 ２ 領 域 １ ９ 、 第 ３ 領  
域 ２ ７ 及 び 第 ４ 領 域 ２ ９ を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ホ ル ダ の 上 あ ご に 当 接 す る イ ン サ ー ト １ の 位 置 の 影 響 を 小 さ く す る 観 点 か ら 、 中 心 軸 Ｏ  
１ に 沿 っ た 方 向 に お い て 、 第 ２ 領 域 １ ９ の 長 さ Ｌ ２ が 、 第 １ 領 域 １ ７ の 長 さ Ｌ １ よ り 長 く  
て も よ い 。 例 え ば 、 第 １ 領 域 １ ７ の 長 さ Ｌ １ に 対 す る 第 ２ 領 域 １ ９ の 長 さ Ｌ ２ の 比 率 （ Ｌ  
２ ／ Ｌ １ ） が 、 ３ ０ ～ ４ ０ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 イ ン サ ー ト １ の 材 質 と し て は 、 例 え ば 、 超 硬 合 金 及 び サ ー メ ッ ト な ど が 挙 げ ら れ 得 る 。  
超 硬 合 金 の 組 成 と し て は 、 例 え ば 、 Ｗ Ｃ － Ｃ ｏ 、 Ｗ Ｃ － Ｔ ｉ Ｃ － Ｃ ｏ 及 び Ｗ Ｃ － Ｔ ｉ Ｃ －  
Ｔ ａ Ｃ － Ｃ ｏ が 挙 げ ら れ 得 る 。 こ こ で 、 Ｗ Ｃ 、 Ｔ ｉ Ｃ 及 び Ｔ ａ Ｃ は 硬 質 粒 子 で あ っ て も よ  
く 、 Ｃ ｏ は 結 合 相 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 サ ー メ ッ ト は 、 セ ラ ミ ッ ク 成 分 に 金 属 を 複 合 さ せ た 焼 結 複 合 材 料 で あ っ て も よ い  
。 サ ー メ ッ ト の 一 例 と し て 、 炭 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｃ ） 又 は 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） を 主 成 分 と  
し た チ タ ン 化 合 物 が 挙 げ ら れ 得 る 。 た だ し 、 イ ン サ ー ト １ の 材 質 は 上 記 の 組 成 に 限 定 さ れ  
な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 イ ン サ ー ト １ の 表 面 は 、 化 学 蒸 着 （ Ｃ Ｖ Ｄ ） 法 又 は 物 理 蒸 着 （ Ｐ Ｖ Ｄ ） 法 を 用 い て 被 膜  
で コ ー テ ィ ン グ さ れ て も よ い 。 被 膜 の 組 成 と し て は 、 炭 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｃ ） 、 窒 化 チ タ ン  
（ Ｔ ｉ Ｎ ） 、 炭 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｃ Ｎ ） 及 び ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ） な ど が 挙 げ ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ＜ 切 削 工 具 ＞
　 本 開 示 に お け る 限 定 さ れ な い 一 面 の 切 削 工 具 １ ０ １ に つ い て 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す  
る 。 切 削 工 具 １ ０ １ と し て は 、 例 え ば 、 旋 削 工 具 及 び 転 削 工 具 が 挙 げ ら れ る 。 旋 削 工 具 と  
し て は 、 例 え ば 、 溝 入 れ 工 具 及 び 突 っ 切 り 工 具 が 挙 げ ら れ る 。 図 １ ３ に 示 す 限 定 さ れ な い  
一 例 に お け る 切 削 工 具 １ ０ １ は 、 突 っ 切 り 工 具 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 切 削 工 具 １ ０ １ は 、 ホ ル ダ １ ０ ３ 及 び イ ン サ ー ト １ を 有 す る 。 ホ ル ダ １ ０ ３ 及 び イ ン サ  
ー ト １ は 互 い に 別 部 材 で あ り 、 ホ ル ダ １ ０ ３ は イ ン サ ー ト １ を 保 持 す る た め の 部 材 で あ る  
。 切 削 加 工 物 ２ ０ ３ を 製 造 す る た め の 被 削 材 ２ ０ １ の 切 削 加 工 に お い て イ ン サ ー ト １ が 摩  
耗 し た 場 合 に は 、 摩 耗 し た イ ン サ ー ト １ を ホ ル ダ １ ０ ３ か ら 取 り 外 し 、 別 の イ ン サ ー ト １  
を ホ ル ダ １ ０ ３ に 装 着 し て も よ い 。 イ ン サ ー ト １ を 交 換 す る こ と に よ っ て 、 被 削 材 ２ ０ １  
の 切 削 加 工 を 継 続 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ホ ル ダ １ ０ ３ は 、 細 長 く 伸 び た 棒 形 状 で あ っ て も よ い 。 具 体 的 に は 、 図 １ ３ に 示 す 限 定  
さ れ な い 一 例 の よ う に 、 ホ ル ダ １ ０ ３ は 四 角 柱 形 状 で あ っ て も よ い 。 ホ ル ダ １ ０ ３ は 、 図  
１ ３ 及 び 図 １ ６ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に 、 第 １ 端 １ ０ ３ ａ か ら 第 ２ 端 １ ０ ３ ｂ に  
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向 か っ て 延 び て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ホ ル ダ １ ０ ３ は 、 第 １ 端 １ ０ ３ ａ の 側 に そ れ ぞ れ 位 置 す る 、 上 あ ご １ ０ ５ 、 下 あ ご １ ０  
７ 及 び ポ ケ ッ ト １ ０ ９ を 有 し て も よ い 。 ポ ケ ッ ト １ ０ ９ は 、 上 あ ご １ ０ ５ 及 び 下 あ ご １ ０  
７ の 間 に 位 置 す る 空 間 で あ っ て も よ い 。 ポ ケ ッ ト １ ０ ９ に は 、 イ ン サ ー ト １ が 挿 入 可 能 で  
あ る 。 上 あ ご １ ０ ５ 及 び 下 あ ご １ ０ ７ に よ っ て イ ン サ ー ト １ を 挟 み 持 つ こ と で イ ン サ ー ト  
１ を ホ ル ダ １ ０ ３ に 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ４ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に 、 イ ン サ ー ト １ は 、 ネ ジ １ １ １ に よ っ て 、 ホ ル  
ダ １ ０ ３ に 固 定 さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 ホ ル ダ １ ０ ３ の 上 あ ご １ ０ ５ に ネ ジ 孔 が 設 け ら れ  
、 ホ ル ダ １ ０ ３ の 下 あ ご １ ０ ７ に ネ ジ 溝 が 設 け ら れ て も よ い 。 ネ ジ １ １ １ が 上 あ ご １ ０ ５  
の ネ ジ 孔 に 挿 入 さ れ る と と も に 、 上 記 の ネ ジ 溝 に お い て ネ ジ １ １ １ が 固 定 さ れ る こ と に よ  
っ て 、 イ ン サ ー ト １ が ポ ケ ッ ト １ ０ ９ に 取 り 付 け ら れ て も よ い 。 ま た 、 ネ ジ １ １ １ を 用 い  
な い 、 い わ ゆ る 自 己 拘 束 方 式 に よ っ て 、 イ ン サ ー ト １ が ポ ケ ッ ト １ ０ ９ に 取 り 付 け ら れ て  
も よ い 。 こ れ ら の 場 合 に つ い て 、 イ ン サ ー ト １ が ポ ケ ッ ト １ ０ ９ 内 に 位 置 す る と も 表 現 で  
き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ホ ル ダ １ ０ ３ の 部 材 と し て は 、 鋼 、 鋳 鉄 な ど が 用 い ら れ て も よ い 。 特 に 、 こ れ ら の 部 材  
の 中 で 鋼 が 用 い ら れ た 場 合 に は 、 ホ ル ダ １ ０ ３ の 靱 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ＜ 切 削 加 工 物 の 製 造 方 法 ＞
　 次 に 、 本 開 示 に お け る 限 定 さ れ な い 一 面 の 切 削 加 工 物 の 製 造 方 法 に つ い て 図 面 を 用 い て  
説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 切 削 加 工 物 ２ ０ ３ は 、 被 削 材 ２ ０ １ を 切 削 加 工 す る こ と に よ っ て 作 製 さ れ る 。 実 施 形 態  
に お け る 切 削 加 工 物 ２ ０ ３ の 製 造 方 法 は 、 以 下 の 工 程 を 備 え る 。 す な わ ち 、
　 （ １ ） 被 削 材 ２ ０ １ を 回 転 さ せ る 工 程 と 、
　 （ ２ ） 回 転 し て い る 被 削 材 ２ ０ １ に 上 記 実 施 形 態 に 代 表 さ れ る 切 削 工 具 １ ０ １ を 接 触 さ  
せ る 工 程 と 、
　 （ ３ ） 切 削 工 具 １ ０ １ を 被 削 材 ２ ０ １ か ら 離 す 工 程 と 、
を 備 え る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 ま ず 、 図 １ ８ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に 、 被 削 材 ２ ０ １ が 軸 Ｏ  
２ の 周 り で 回 転 す る と と も に 、 切 削 工 具 １ ０ １ が 被 削 材 ２ ０ １ に 相 対 的 に 近 付 け ら れ て も  
よ い 。 次 に 、 図 １ ９ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に 、 切 削 工 具 １ ０ １ に お け る 切 刃 ２ ５  
の 少 な く と も 一 部 が 被 削 材 ２ ０ １ に 接 触 し て 、 被 削 材 ２ ０ １ が 切 削 さ れ て も よ い 。 そ し て  
、 図 ２ ０ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に 、 切 削 工 具 １ ０ １ が 被 削 材 ２ ０ １ か ら 相 対 的 に  
遠 ざ け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 １ ８ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に 、 軸 Ｏ ２ を 固 定 す る と と も に 被 削 材 ２ ０ １ を 回  
転 さ せ た 状 態 で 切 削 工 具 １ ０ １ が Ｙ １ 方 向 に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 切 削 工 具 １ ０ １ が 被  
削 材 ２ ０ １ に 近 づ け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 図 １ ９ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に 、 回 転 し て い る 被 削 材 ２ ０ １ に イ ン サ ー  
ト に お け る 切 刃 と し て 用 い ら れ る 部 分 の 少 な く と も 一 部 が 接 触 し た 状 態 で 切 削 工 具 １ ０ １  
が Ｙ ２ 方 向 に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 被 削 材 ２ ０ １ が 切 削 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 図 ２ ０ に 示 す 限 定 さ れ な い 一 例 の よ う に 、 被 削 材 ２ ０ １ が 回 転 し た 状 態 で 切 削 工  
具 １ ０ １ が Ｙ ３ 方 向 に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 切 削 工 具 １ ０ １ が 被 削 材 ２ ０ １ か ら 遠 ざ け  
ら れ て も よ い 。
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【 ０ ０ ７ ８ 】
　 そ れ ぞ れ の 工 程 に お い て 、 切 削 工 具 １ ０ １ を 動 か す こ と に よ っ て 、 切 削 工 具 １ ０ １ が 被  
削 材 ２ ０ １ に 接 触 す る 、 あ る い は 、 切 削 工 具 １ ０ １ が 被 削 材 ２ ０ １ か ら 離 れ て い る が 、 当  
然 な が ら こ の よ う な 形 態 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 例 え ば 、 （ １ ） の 工 程 に お い て 、 被 削 材 ２ ０ １ が 切 削 工 具 １ ０ １ に 近 づ け ら れ て も よ い  
。 同 様 に 、 （ ３ ） の 工 程 に お い て 、 被 削 材 ２ ０ １ が 切 削 工 具 １ ０ １ か ら 遠 ざ け ら れ て も よ  
い 。 切 削 加 工 を 継 続 す る 場 合 に は 、 被 削 材 ２ ０ １ が 回 転 し た 状 態 を 維 持 し て 、 被 削 材 ２ ０  
１ の 異 な る 箇 所 に イ ン サ ー ト １ に お け る 切 刃 の 少 な く と も 一 部 が 接 触 す る 工 程 を 繰 り 返 し  
て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 被 削 材 ２ ０ １ の 材 質 の 代 表 例 と し て は 、 焼 入 鋼 、 炭 素 鋼 、 合 金 鋼 、 ス テ ン レ ス 、 鋳 鉄 、  
又 は 非 鉄 金 属 な ど が 挙 げ ら れ 得 る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 　 １ ・ ・ ・ イ ン サ ー ト
　 　 １ ａ ・ ・ 先 端
　 　 １ ｂ ・ ・ 後 端
　 　 ３ ・ ・ ・ 本 体 部
　 　 ５ ・ ・ ・ 切 削 部
　 　 ５ ａ ・ ・ 第 １ 切 削 部
　 　 ５ ｂ ・ ・ 第 ２ 切 削 部
　 　 ７ ・ ・ ・ 上 面
　 　 ９ ・ ・ ・ 下 面
　 １ １ ・ ・ ・ 側 面
　 １ ３ ・ ・ ・ 第 １ 溝
　 １ ３ ａ ・ ・ 底 部
　 １ ３ ａ １ ・ 頂 部
　 １ ３ ｂ ・ ・ 開 口 部
　 １ ３ ｂ １ ・ 頂 部
　 １ ５ ・ ・ ・ 第 ２ 溝
　 １ ５ ａ ・ ・ 底 部
　 １ ５ ｂ ・ ・ 開 口 部
　 １ ７ ・ ・ ・ 第 １ 領 域
　 １ ９ ・ ・ ・ 第 ２ 領 域
　 ２ １ ・ ・ ・ 先 端 面
　 ２ ３ ・ ・ ・ 上 端 面
　 ２ ５ ・ ・ ・ 切 刃
　 ２ ７ ・ ・ ・ 第 ３ 領 域
　 ２ ９ ・ ・ ・ 第 ４ 領 域
１ ０ １ ・ ・ ・ 切 削 工 具
１ ０ ３ ・ ・ ・ ホ ル ダ
１ ０ ３ ａ ・ ・ 第 １ 端
１ ０ ３ ｂ ・ ・ 第 ２ 端
１ ０ ５ ・ ・ ・ 上 あ ご
１ ０ ７ ・ ・ ・ 下 あ ご
１ ０ ９ ・ ・ ・ ポ ケ ッ ト
１ １ １ ・ ・ ・ ネ ジ
２ ０ １ ・ ・ ・ 被 削 材
２ ０ ３ ・ ・ ・ 切 削 加 工 物
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】



10

JP 7592867 B2 2024.12.2(18)

フロントページの続き

(56)参考文献 特開２０１４－０９７５７１（ＪＰ，Ａ）
特開２００７－０６９２９０（ＪＰ，Ａ）
特開２０２０－１８５６２９（ＪＰ，Ａ）
国際公開第２０２０／００９００２（ＷＯ，Ａ１）
特開平０８－０７１８１０（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ２３Ｂ    ２７／００－２９／３４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

